


「モデル建物法入力支援ツールＶｅｒ．２．３入力マニュアル」に規定された、JIS S 2109 に基づく家庭用ガス温水機器の性能は以下の通りです

（「エネルギー消費性能計算プログラム（非住宅版）Ｖｅｒ．２．３入力マニュアル」の規定にも適応しています。）

1  OQB-C4701WZS  灯油  46.5
0.085（50Hz）
0.080（60Hz）

0.95（50Hz）
0.95（60Hz）

19 48.4 B-2

2  OQB-C4701WZFF  灯油  46.5
0.085（50Hz）
0.080（60Hz）

0.95（50Hz）
0.95（60Hz）

19 48.4 B-2

1  OQB-407WZFF  灯油  46.5 0.085 0.95 19 55.4 B-2

2  OQB-407WZF  灯油  46.5 0.085 0.95 19 55.4 B-2

3  OQB-407WZ  灯油  46.5 0.085 0.95 19 55.4 B-2

※１

※２

※３

※４

納入仕様図では単位がカッコ書きでインチ表示ですが、プログラム計算上、１インチ＝２５．４ｍｍで換算し小数第１位を切り捨てた「ｍｍ」表示にしています。

一般社団法人 住宅性能評価・表示協会が定める試験品質および生産品質の確認方法による区分です。
詳細は一般社団法人 住宅性能評価・表示協会ホームページ（http://www2.hyoukakyoukai.or.jp/hijutaku/info/）をご覧ください。

自己適合
宣言書

燃料種類

燃料種類 性能確認区分
※４

認証マーク

納入仕様図では単位が「Ｗ」表示ですが、「ｋＷ」表示に換算しています。

「熱源効率」は、次の式で算出しています。
　・エネルギー消費性能計算プログラム（非住宅版） Ｖｅｒ．２．３　入力マニュアル（２０１７０５版）Ｐ．９８－９９記載
　　　熱源効率＝定格加熱能力 [ｋＷ] ／ （定格消費電力 [ｋＷ] × ９７６０／３６００ ＋ 定格燃料消費量 [ｋＷ] ）　（小数第３位を切り捨てしています）
　　これは給湯機器の熱源機単体効率であり、１つの給湯系統に複数台接続（連結）される場合は、それらの熱源効率を各定格加熱能力で重み付けして平均した値を入力します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小数第３位を切り捨てします）

・モデル建物法入力支援ツール Ｖｅｒ．２　入力マニュアル（２０１７０５版）Ｐ．１２２－１２４では、次のように算出式が記載されています。
　　　熱源効率＝Σ（定格加熱能力  × 台数） ／ Σ ｛ （定格消費電力 × ９７６０／３６００ ＋ 定格燃料消費量 ） × 台数 ｝

連続給湯出力
（kW/台）

熱源効率
※２

接続口径
（mm）※３

認証マーク

自己適合
宣言書

石油給湯機　OQB-WZシリーズ　【従来型温水機器】

JIS Q 17050-1　に基づく自己適合宣言書（文書番号 17JTW-01８）　（付表　N1007－20170919）

石油給湯機　OQB-C-WZシリーズ　【潜熱回収型高効率温水機器（エコフィール）】 

（付表　N1007－20170919）

No. 製品名 連続給湯出力
（kW/台）

(最大)燃料消費量
（kW/台）

定格消費電力
（kW/台）※１

宣言の対象

熱源効率
※２

接続口径
（mm）※３

性能確認区分
※４

（付表　N1007－20170919）

No. 製品名 定格消費電力
（kW/台）※１

(最大)燃料消費量
（kW/台）

宣言の対象


